
 品確法は、「特定石油製品輸入暫定措置法」が廃止（1996年３月）された 
ことによる石油製品の輸入自由化を背景として、多様な品質の石油製品の 
流通が始まったことから、適正な品質の石油製品を安定的に供給し､消費 
者の利益を保護するために採られた措置として揮発油販売業法を改正 
（1996年4月）したものです。 

 

 

「揮発油等の品質の確保等に関する法律（略称：品確法） 

揮発油販売業を行おうとする者は品確法第３条の登録を受ける必要がある
と共に、一定の品質規格（強制規格）に適合しないガソリン、灯油、軽油の
販売を禁止しております。 
 強制規格は、品確法施行規則第１０条に定める揮発油規格に必ず適合していなけれ
ばならない規格のことで、ガソリンでは１０項目、灯油は３項目、軽油ではFAME（脂肪酸
メチルエステル）を混合するもので９項目、混合しないもので５項目が定められており、
強制規格に適合しない製品を売った者は処罰の対象になります。 

 特にガソリンは、品質の確保と消費者保護のために、揮発油販売事業者が自ら10
日に１回の品質分析を行うように義務付け（「委託分析」）ております。（ただし、精製元
売などから供給されるガソリンが、品質の変更なしに消費者へ販売されることが確実
な場合に限るなどの必要な条件を満たせば、年に１回の品質分析だけで有効となる
「軽減認定制度」もあります。） 
 なお、経済産業省では機動的に、石油製品の品質を確保し、消費者の保
護を図るという趣旨から、全国石油協会を通じて１回程／年、各ガソリンス
タンドの揮発油、軽油、灯油の「試買分析」を実施しています。 



品質の適合 

   ・給油所の名称 

      ・給油所の所在地 

         ・揮発油のタンク容量 

            ・揮発油の計量器数 

・登録内容 
・軽減認定を受けている場   
  合は、その旨の表示 

■分析帳簿(P-3) 

（分析成績書を確認・記載後 
 ２年間保存）    

■品質管理者の選任・解任 

         様式第９ (P-5) 

■変更の手続き 
      様式第７ (P-4) 

 

 

■規格違反燃料の 

  販 売 禁 止(P-2) 

・氏名又は名称及び住所 
・法人にあっては代表者の氏名 
・法人の担当業務役員 

本
社 

■揮発油販売業の登録 

＊届出に必要な書類はホームページから入手出来ます。 

■１７条表示(P-4) 

スタンド登録事項 

品質管理者の職務（品確法第１５条関係） 
 ・揮発油の分析実施及び帳簿記載について監督 
 ・標準揮発油（ＳＱマーク）に関する表示について監督 
 ・揮発油品質維持計画の作成及び実施について監督 

●ガソリンスタンドの管理事項（概要図） 
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○揮発油（自動車ガソリン）の規格 

 鉛 
硫 黄 分   
Ｍ Ｔ Ｂ Ｅ 
ベ ン ゼ ン 
灯 油 混 入 
メタノール 
実 在 ガ ム 

色 
酸 素 分   
エタノール 

検出されないこと。 
0.001質量％(10ppm)以下 
７体積％以下 
１体積％以下 
４体積％以下   
検出されないこと。 
5mg／100ml以下 
オレンジ色 
1.3質量％以下 
３体積％以下 

項   目 規    格 
硫 黄 分    
セタン指数 
蒸 留 性 状   

 
  

0.001質量％(10ppm)以下 
4 5以上 
360℃以下(90%留出温度) 

 

○灯油の規格 

硫 黄 分 
引 火 点 

色 
  

0.008質量％(80ppm)以下 
40℃以上 
ｾｰﾎﾞﾙﾄ色が＋25以上 

項   目 

項   目 規    格 

規   格 

●強制規格 

脂肪酸メチルエステル

（ F A M E ） 
ﾄ ﾘ ｸ ﾞ ﾘ ｾ ﾘ ド 

０．１質量％以下 
０．０１質量％以下 

 
○軽油の規格（FAME混合軽油） 
 項   目 規   格 
硫 黄 分    
セタン指数 
蒸 留 性 状 

 脂肪酸メチルエステル

（ F A M E ） 
 
 

ﾄ ﾘ ｸ ﾞ ﾘ ｾ ﾘ ﾄ ﾞ 
 

メ タ ノ ー ル 
 

酸 価 
 

ぎ酸、酢酸、プロピオン酸 
 

酸 価 の 増 加 
 

0.1質量%超 5.0質量%以下 
０．０１質量％以下 
０．０１質量％以下 
０．１３mgKOH/ｇ以下 

 

合計が０．００３質量％以下 
 

０．１２mgKOH/ｇ以下 

○軽油の規格（FAMEを混合しない軽油） 
 

0.001質量％(10ppm)以下 
4 5以上 
360℃以下(90%留出温度) 

 

＊ＦＡＭＥ（脂肪酸メチルエステル）は、植物油等の油脂をメチルエステル化などの化学処理によって軽油に近い物性にしたもの  
 でBDFとして利用されている。 



ｵ ｸ ﾀ ﾝ 価 ( ﾘ ｻ ｰ ﾁ 法 ) 
 

密 度 ( 1 5 ℃ ） 
蒸 留 性 状 

 
 
 
 

銅板腐食(50℃、3h) 
蒸 気 圧 
酸 化 安 定 度 

１号(高規)･･９６以上 
２号(並規)･･８９以上 
0.783g／立方ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ以下 
10%留出温度･･70℃以下 
50%留出温度･･75℃以上110℃以下 
90%留出温度･･180℃以下 
終点･･220℃以下 
残油量･･2体積％以下 
１以下 
44～78kpa(寒候用は上限が93kpa) 
240min以上 

引 火 点 
流 動 点 
目 詰 ま り 点 
1 0 % 残油残留炭素分 
動 粘 度 ( 3 0 ℃ ) 

  

45℃以上 
地域及び月の区分に応じた数値以下 
地域及び月の区分に応じた数値以下 
0.1質量％以下 
1.7m㎡／ｓ以上 

蒸 留 性 状 
煙 点 
銅板腐食 ( 5 0℃、 3 h ) 

270℃以下 
23mm以上(寒候用は21mm以上) 
１以下 

●標準規格 

項   目 規    格 

項   目 

項   目 

規    格 

規    格 

揮
発
油 

軽
油 

灯
油 

これらの石油製品は、1996年から輸
入の自由化に伴い､多様な品質の製
品が流通することが予想されたこと
から､運転時の快適性に関する品質
事項、暖房設備などの耐久性に関す
る品質事項など「標準規格」に適合
している製品の販売であることを示
すために、「ＳＱマーク」制度が設
けられました｡ 

分析に関する帳
簿の作成  (P-3) 

ガソリンスタンドで販売するガソリン､灯油､軽油は、国内では厳し
い品質基準を満たしたうえで､販売されております｡ 

ＳＱマークを表示する場
合は品質管理者が品質
保証書を確認し、帳簿
を作成しなければなりま
せん。 
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●揮発油の分析に関する帳簿（分析帳簿） 

登録分析機関から送付された分析結果通知書を品質管理者が確認し、
通知書の ※欄 を記入することにより、通知書が分析帳簿となります 

分析結果通知書 

（社）○○協会○○試験センター 

※揮発油の種類   レギュラー・ハイオク 

※揮発油の購入先 

※購入した日    平成  年  月  日 
この分析結果通知は※欄を追記した後２年間保存し
なければなりません。 

 揮発油等の品質の確保等に関する法律第１６条の２の規

定に基づき、委託を受けた揮発油の分析結果を下記の通り
ご通知します。 

○○㈱○○給油所 

※揮発油の種類 

レギュラー・ハイオク 

※購入先は直接の取引先 

※購入した日 
 （委託分析の採取日の直前に揮発油 
  を受け入れた日） 

○○石油㈱ 

分析帳簿は 
２年間保存 

1.サンプル番号   ○○－○○○○ 
２．受託年月日   平成○年○月○日 
３．分析年月日   平成○年○月○日 
４．分析員氏名   ○○○○ 
５．分析結果 

項目 分析結果 分析設備及び試験方法 

（品確法第１９条関係） 

記
載
例 

（委託分析の揮発油に○を付ける。） 

（委託分析の採取日の直前に揮発
油を受け入れた事業者名を記載） 



●標準揮発油等の品質に関する帳簿（ＳＱ帳簿） 

ＳＱマークを表示する場合は品質管理者が品質保証書を確認し、
ＳＱ帳簿を作成しなければなりません。 

標準揮発油等の品質に関する帳簿 

１．氏名又は名称 
２．給油所名 
３．品質保証書の保証期間 

平成 年 月 日～平成 年 月 日 

４．区分 ○標準揮発油１号（ハイオク） 

○標準揮発油２号（レギュラー） 

○標準軽油 

○標準灯油 
５．品質確認年月日 
６．品質確認の方法 
７．確認を行った者 
８．品質確認の結果 
９．表示の期間 平成 年 月 日から表示 

１０．表示の場所 

ＳＱ帳簿は 
２年間保存 

４．区分 
  販売燃料の該当する区分チェック 
  （全油種が該当する場合は全てに○で囲む） 

７．確認を行った者 
  品質管理者の氏名 
８．品質確認の結果 
  標準規格に適合している。 

６．品質確認の方法 
   ○○石油㈱の品質保証書による。 

１０．表示の場所 
    店舗・計量器 

（品確法第１９条関係） 

５．品質確認の年月日 
  （保証書発行年月日を記載） 

９．表示の期間 平成年月日から表示 
   （保証書開始年月日を記載） 
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３．品質保証書の保証期間 
 （元売り発行の品質保証期間を記載） 

記
載
例 

＊
元
売
り
発
行
の
品
質
保
証
書
を
添
付
し
保
存 



 
揮発油等の品質の確保等に関する法律に基づく揮発油の品質管理等に関す
る表示 

氏名又は名称 ○○○株式会社 

登録年月日 昭和(平成)○○年○○月○○日 

登録番号 ○－○○○○○号 

給油所の名称 △△△給油所 

品質管理者の氏名 ○○ ○○ 

登録分析機関の名称 社団法人 ○○協会 ○○センター 

４０㎝以上  

 
 
 

生産（確認）揮発油品質維持計画 
経済産業省認定店 

計画終了日 平成○○年○○月○○日 
１０㎝以上 

要 注 意 
★主たる計画流通経路以外の仕入れを行った場合、その時点で認定は失効となりますので、直ちに認定  
 表示を撤去するとともに、法１６条等に従い１０日分析を開始しなければなりません。  

計画更新毎（１年又
は２年）に書換が必要    

■生産（確認）揮発油品質維持計画の認定を受けている場合には、その表示も必要です。 

●給油所の見やすい箇所に登録内容等を表示（１７条表示）する義務があります。 

６０㎝以上 

６０㎝以上 

（品確法第１７条関係） 

品質管理者を変更した場
合は書換・届出が必要 

委託先登録分析機関名 

（社）全国石油協会      電話 ０３－５２５１－２２０１（代表） 
（社）日本海事検定協会   電話 ０３－３５５２－１２４１（本部）  
（財）新日本検定協会    電話 ０３－３４４９－２６１１（代表） 

■揮発油委託分析の申込先 

＊委託分析料金は各機関により 
  異なります。 

 



揮発油販売業者氏名等変更届出書 

平成○○年○○月○○日 
関東経済産業局長 殿 

氏名又は名称及び法人に     ○○株式会社 
あっては代表者の氏名 代表取締役 ○○○○ 印 

住       所         ○○県○○市○○町○○番地 

揮発油等の品質の確保等に関する法律第８条第３項の規定により、次のとおり届け出ます。 

１ 登録年月日及び登録番号   平成○○年○○月○○日 ○－○○○○○号 

２ 変更の内容         ○○給油所の○○の変更 

３ 変更の年月日   平成○○年○○月○○日 

４ 変更の理由           ○○○○○○○○ 

様式第７（品確法施行規則第８条関係） 

    従 前 の 内 容 

●スタンドの登録事項を変更する場合 

    変 更 後 の 内 容 

＜記載事項例＞ 
■給油所の名称を変更す 
  る場合 
  ＊例）△△給油所 
■所在地を変更する場合 
  ＊例）△△県□市・・・ 
■タンク容量及び計量器を 
   変更する場合 
 ＊例）△△ＫＬ、○○基    

■給油所の名称を、必ず記 
  載して下さい。 
■住居表示に変更があっ  
    た場合は、添付書類とし  
    住居表示変更を証明出   
   来る書類等が必要です。 
■計量器とは、同時給油可  
    能なノズル数で○○基と 
    標記して下さい。 

（注意） 
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               品質管理者選任（解任）届出書 
 
                              平成○○年○○月○○日 
   関東経済産業局長 殿 
 
                  
 
 
 
 
揮発油等の品質確保等に関する法律第14条第２項の規定により、次のとおり 
届け出ます。 
 
     １ 登録年月日及び登録番号 
 
     ２ 給油所の名称及び所在地 
          △△給油所  □□県○○市・・・・    
     ３ 品質管理者の氏名 
 
     ４  選任（解任）の年月日 
          平成○○年○○月○○日   
     ５ 解任の場合にあっては、その理由 
         

●品質管理者を変更する場合 
様式第９（品確法 施行規則第１２条関係）  

平成 年 月 日  ○－○○○○○号 

■品質管理者選任の 

 場合は添付書類とし
て危険物乙四等の免状
の写しが必要です。
（裏・表） 

（注意） 

＜記載例＞ 

■選任・解任を同時に行 
  う場合は、併記する。 

 選任者 ○○ ○○ 
 解任者 △△ △△ 

氏名又は名称及び法人に     ○○株式会社 
あっては代表者の氏名 代表取締役 ○○○○ 印 

住       所         ○○県○○市○○町○○番地 



●品確法に基づく立入検査 
関東経済産業局では品確法第２０条第２項の規定によりガソリンスタンドへの立入検査
を実施しております。 

立入検査
にご協力
下さい 

＜検査の主な内容＞ 
 ①次の項目が、法に基づく登録内容等と現状が合致しているかどうか 
    ・販売業者の名称、住所及び代表者名                                              
   ・給油所の名称、所在地、タンク容量及び計量器数（同時給油できるノズルの数） 
    ・品質管理者の氏名、選任・解任届出の提出状況 
  ②品質管理者の職務遂行状況 
  ③品質分析（１０日分析または軽減分析）の実施状況 
    ・登録分析機関（(社)全国石油協会」等）の分析結果通知書の確認状況、管理状況 等 
   ・品質帳簿の管理状況 
  ④１７条表示 
   ･登録内容等の表示（Ｐ１の認定を受けている場合はその表示→P4参照） 
 ⑤ＳＱマークの表示 （但し、表示している場合のみ） 
    ・元売り発行の品質保証書による品質確認状況 等 
  ・ＳＱ帳簿の管理状況 
  ⑥最近の運営状況 
    ・揮発油（レギュラー・ハイオク）の最近の受払量、在庫量、流通経路 等 
 
    上記の内容を回答できる方（原則として品質管理者）の立会をお願いします。 
    上記の内容を確認できる帳簿・帳票類等を御用意下さい。 
        分析結果通知書、分析帳簿、仕入伝票（納品書又は請求書等）、ＳＳ日報等 
         １ページ下段記載の認定を受けている場合は、元売り発行の品質保証書、SQ帳簿等 
     検査の最後に揮発油（ﾊｲｵｸ・ﾚｷﾞｭﾗｰ）、軽油、灯油を各１リットルを収去(無償)させて戴きます。 

  ＊経済産業省では（社）全国石油協会に委託し、毎年試買検査を実施しておりますので、ご協力下さるようお願い         
   いたします。 

 －５－ 
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